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説明の趣旨

旧根岸住宅地区が６月30日に正式に返還されたことを受け、地

権者の生活再建に向けた１日も早い土地利用及び道路等の都市基

盤の整備を目的として、「市施行による土地区画整理事業」の都

市計画手続きに着手します。

2



１ 旧根岸住宅地区のこれまでの経緯

接 収 日：昭和22年10月16日

返 還 日：令和８年６月30日

面 積：約43ha※（民有地16ha、国有地27ha）

※公簿面積（国の公表値）

地権者数：178名 （令和８年６月時点）

（１）旧根岸住宅地区の概要

3図 米軍提供地 図 周辺図



１ 旧根岸住宅地区のこれまでの経緯

国有地

民有地

図 土地所有分布図

（２）旧根岸住宅地区の現状と課題

・道路等の都市基盤が未整備で、民有地と国有地がモザ

イク状に混在しており、良好な市街地形成が困難

・周辺においても、米軍施設による地域分断で、日常の

通行や災害時の避難に支障

・米軍による土地改変で土地境界が不明となり、個別の

土地の利用や管理が不可能

・地権者は、国からの地代が打ち切られるため、一日で

も早く土地利用が可能となることを要望
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図 「根岸住宅地区跡地利用基本計画」
における土地利用計画（ゾーニング）

２ 土地利用計画（案）の策定

平成22年３月

・地権者組織「米軍根岸住宅地区返還とまちづくりの会」設立

※平成24年３月「米軍根岸住宅地区返還・まちづくり協議会」へ移行

令和３年３月

・「根岸住宅地区跡地利用基本計画」策定

令和６年度

・事業計画に係る検討、調査及び、環境影響評価に係る調査に着手

令和７年度

・サウンディング型市場調査及び「土地利用の方向性」への市民意見募集の実施

（１）跡地利用の検討経緯
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２ 土地利用計画（案）の策定
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・令和３年３月に策定した「根岸住宅地区跡地利用基本計画」の土地利用計画において、市大医学
部・附属病院の再整備候補地として位置付けていましたが、令和６年２月に病院を浦舟地区に整備
する方針に見直されました。

・これを踏まえ、令和７年度から土地利用計画を見直すためサウンディング型市場調査等を実施し、
「土地利用の方向性」としてとりまとめ、市民意見募集を実施しました。（意見数：357通、延べ
841件）

・このたび、土地利用計画（ゾーニング）を更新し、「土地利用計画（案）」を策定しました。

（２）土地利用計画の更新経緯
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センターゾーン

・商業、子育て施設などの生活利便施設や公園などの公共施設
を配置することで、地区内や周辺の利便性を高めるとともに、
このゾーンの魅力を高める多様な機能の誘導により、様々な
人が集い、憩える交流の場づくりを進める。

・横浜市立大学医学部の立地計画や、教育、研究施設などの集
積により、まち全体でウェルビーイングなまちづくりを目指す。

住宅地等ゾーン

・高台からの眺望を生かし、良好な住環境の形成を目指す。

・景観に配慮した特徴的な街並みを有し、ゆとりある質の高い
住宅を誘導する。合わせて、居住者の生活利便の向上に資す
る施設を適宜配置する。

道路と緑のネットワーク

・周辺の骨格道路と接続する道路ネットワークを形成する。

・周辺の密集市街地の防災力向上につながるアクセスを確保する。

・緑や景観を楽しみながら回遊できる、緑の回廊ネットワークを形成する。

森林公園ゾーン

・根岸森林公園の拡張などを行い、保全・活用する一等馬見所
と一体として、観光スポットとしても魅力ある憩いの場づくり
を進める。

（３）土地利用計画（案）

２ 土地利用計画（案）の策定



２ 土地利用計画（案）の策定

（参考）土地利用計画（案）の新旧比較

図 根岸住宅地区跡地利用基本計画（令和3年3月） 図 土地利用計画（案）

【ゾーニングイメージ図】※凡例省略
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主な更新内容 更 新 前（令和３年３月策定） 今 回

センターゾーン 市大医学部・附属病院等 市大医学部、研究・生活利便・公共公益施設

住宅地等ゾーン 主に低層住宅、一部に中層住宅 前計画に加え、居住者用の生活利便施設

森林公園ゾーン 根岸森林公園の拡張 前計画に加え、一等馬見所等と一体で魅力を創造



米軍提供地（旧根岸住宅地区）

土地区画整理事業施行区域

１ 事業名称

新根岸地区土地区画整理事業

２ 施行者

横浜市

３ 施行面積

約43ha

４ 事業費の想定

約375億円
事業費の収入は、保留地処分金約280億円のほか
国庫補助約95億円（うち市負担1/2）を想定。
事業収支は事業計画決定までに精査します。

※施行区域は米軍提供地を基本に、土地利用に際し、都市基盤の整備や土地の再配置が不可欠な範囲

で設定します。施行区域外の整備は、別途事業として実施します。

（１）事業概要
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図 施行区域図

３ 新根岸地区土地区画整理事業



年度
Ｒ７～Ｒ10

（2025～2028）

Ｒ11～ 施行期間は清算期間を含め15年程度を想定

（2029～） ※工事期間は概ね10年

事

業

内

容

（２）事業スケジュール（予定）

・今年度は、引き続き環境影響評価の手続きを進めるとともに、土地区画整理事業の施行区域等を

定める都市計画の手続きに着手します。

（都市計画手続に先立つ事業者説明会を 10月23日（金）に南公会堂、11月3日（祝）に開港記念会館で開催） 10
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令和８年９月 

１ 趣旨 

 旧根岸住宅地区では、令和３年３月に策定した「根岸住宅地区跡地利用基本計画」の

土地利用計画に基づき跡地利用の検討を進めてきましたが、当地区を最有力候補地とし

ていた横浜市立大学医学部・附属２病院等の再整備について、令和６年２月に病院を浦

舟地区に整備する方針へ見直されました。 

 こうした状況の変化を捉え、令和７年度に、土地利用計画の見直しに向けてサウンデ

ィング型市場調査等を実施し、「米軍根岸住宅地区跡地 土地利用の方向性」としてとり

まとめ、市民意見募集を実施しました。 

 この度、市民意見募集でいただいたご意見等を踏まえ、「根岸住宅地区跡地利用基本計

画（令和３年３月）」に位置付けた土地利用計画（ゾーニング）を更新し、土地利用計画

を策定しました。 

２ 土地利用計画の更新経緯 

３ 土地利用計画 

次ページに掲載のとおり 

【参考】「根岸住宅地区跡地利用基本計画（令和３年３月策定）」 

※「根岸住宅地区跡地利用基本計画（令和３年３月）」は下記ＵＲＬをご参照ください

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/torikumi/kichi/beigun/negisitochi.html
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<表紙（概要版）> <土地利用計画（ゾーニング）>

資料４－別紙 
旧 根 岸 住 宅 地 区  

土 地 利 用 計 画 の策 定 について
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公園

根岸森林公園

旧根岸競馬場
一等馬見所

吉野町駅方向

山手駅方向

根岸駅方向

南区

中区

磯子区

【凡例】

道路(主要なネットワーク)

道 路 ( 防 災 力 向 上 )

緑の回廊ネットワーク

セ ン タ ー ゾ ー ン

住 宅 地 等 ゾ ー ン

森 林 公 園 ゾ ー ン

計 画 区 域

区 境

・商業、子育て施設などの生活利便施設

や公園などの公共施設を配置すること

で、地区内や周辺の利便性を高めると

ともに、このゾーンの魅力を高める多

様な機能の誘導により、様々な人が集

い、憩える交流の場づくりを進める。

・横浜市立大学医学部の立地計画や、教

育、研究施設などの集積により、まち

全体でウェルビーイングなまちづくり

を目指す。

センターゾーン

・根岸森林公園の拡張などを行い、保全・活用する一

等馬見所と一体として、観光スポットとしても魅力

ある憩いの場づくりを進める。

森林公園ゾーン

・高台からの眺望を生かし、良好な住環境の形成を目

指す。

・景観に配慮した特徴的な街並みを有し、ゆとりある

質の高い住宅を誘導する。合わせて、居住者の生活

利便の向上に資する施設を適宜配置する。

住宅地等ゾーン

・周辺の骨格道路と接続する道路ネットワークを形成する。

・周辺の密集市街地の防災力向上につながるアクセスを確保する。

・緑や景観を楽しみながら回遊できる、緑の回廊ネットワークを形成する。

道路と緑のネットワーク

令和８年９月

本計画は、「根岸住宅地区跡地利用基本計画（令和３年３月策定）」に位置付けた「土地利用計画
（ゾーニング）」を更新するものです。

土 地 利 用 計 画
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